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月
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0
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１
　

化
学

品
お

よ
び

会
社

情
報

製
品

名
R

Z
-
2
0
9
　

ハ
ン

ダ
用

フ
ラ

ッ
ク

ス
  

  
 

会
社

名
新

富
士

バ
ー

ナ
ー

株
式

会
社

  
  

  
住

所
 

愛
知

県
豊

川
市

御
津

町
御

幸
浜

一
号

地
１

－
３

担
当

者
資

材
部

　
　

木
邨

　
昌

司
電

話
0
5
3
3
-
7
5
-
5
0
0
0

F
A

X
0
5
3
3
-
7
5
-
5
0
3
3

２
　

危
険

有
害

性
の

要
約

有
害

性
情

報
危

  
険

  
性

  
：
 消

防
法

危
険

物
　

第
４

類
第

３
石

油
類

（
水

溶
性

）
皮

膚
腐

食
性

：
　

皮
膚

組
織

を
腐

食
す

る
。

刺
激

性
　

　
：
　

眼
、

皮
膚

、
粘

膜
を

刺
激

す
る

。
急

性
毒

性
　

：
　

知
見

な
し

　
　

　
　

　
　

環
境

影
響

分
解

性
　

　
：
　

易
生

分
解

性
あ

り
蓄

積
性

　
　

：
　

殆
ど

な
し

ラ
ベ

ル
要

素
絵

表
示

注
意

喚
起

語
危

険

３
　

組
成

お
よ

び
成

分
情

報 化
　

　
学

  
  

名
グ

リ
セ

リ
ン

臭
化

水
素

酸
　

　
臭

化
水

素
酸

単
体

の
S
D

S
含

  
  

有
  

  
量

8
8
%

1
2
%

  
 　

は
別

紙
の

通
り

Ｃ
Ａ

Ｓ
－

Ｎ
ｏ

5
6
-
8
1
-
5

1
0
0
3
5
-
1
0
-
6

４
　

応
急

措
置

目
に

入
っ

た
場

合
  

 ：
  

直
ち

に
清

水
で

1
5
分

以
上

水
洗

し
専

門
医

の
診

断
を

受
け

る
皮

膚
に

付
着

し
た

場
合

：
石

鹸
で

十
分

洗
浄

し
､必

要
に

応
じ

専
門

医
の

診
断

を
受

け
る

吸
入

し
た

場
合

  
  

  
  

  
：
　

鼻
を

か
ん

で
、

う
が

い
を

す
る

飲
み

込
ん

だ
場

合
  

  
  

：
水

で
よ

く
口

の
中

を
洗

い
、

吐
か

せ
る

５
　

火
災

時
の

措
置

消
火

方
法

 ：
 初

期
の

火
災

に
は

水
の

噴
霧

、
炭

酸
ガ

ス
、

ド
ラ

イ
ケ

ミ
カ

ル
な

ど
の

　
　

　
　

　
　

　
　

消
火

器
を

用
い

る
。

大
規

模
火

災
の

際
に

は
泡

消
化

剤
な

ど
で

空
気

を
　

　
　

　
　

　
　

　
遮

断
す

る
こ

と
が

有
効

で
あ

る
。

燃
焼

す
る

と
炭

素
酸

化
物

が
発

生
す

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

元
来

フ
ラ

ッ
ク

ス
は

火
気

と
共

存
す

る
も

の
で

す
か

ら
、

作
業

現
場

に
は

　
　

　
　

　
　

　
　

　
消

化
剤

及
び

保
護

具
を

備
え

て
く
だ

さ
い

。

６
　

漏
出

時
の

措
置

  
 付

近
の

着
火

源
を

取
り

除
き

、
風

下
の

人
を

待
避

さ
せ

る
。

  
 露

出
液

を
密

閉
容

器
に

集
め

、
残

留
液

を
砂

ま
た

は
不

活
性

吸
収

剤
に

吸
収

さ
せ

て
  

 安
全

な
場

所
に

移
す

。
  

 決
し

て
露

出
液

を
下

水
や

側
溝

等
に

流
し

て
は

な
ら

な
い

。
  

 [
少

量
漏

れ
た

場
合

］
布

で
拭

き
取

る
か

、
土

砂
を

か
け

て
染

み
込

ま
せ

る
か

、
  

  
捕

集
剤

を
使

用
し

て
回

収
す

る
。

  
 [

多
量

に
漏

れ
た

場
合

］
土

砂
で

流
れ

を
止

め
、

安
全

な
場

所
に

導
い

て
回

収
す

る
。

  
 回

収
作

業
の

際
に

は
必

ず
保

護
具

を
着

用
し

、
風

上
か

ら
作

業
す

る
。

安
全

デ
ー

タ
シ

ー
ト



７
　

取
扱

い
お

よ
び

保
管

上
の

注
意

取
り

扱
い

：
換

気
の

良
い

場
所

で
行

う
。

可
能

で
あ

れ
ば

保
護

具
（
手

袋
、

マ
ス

ク
）
を

着
用

す
る

　
　

　
　

　
　

作
業

終
了

後
は

速
や

か
に

洗
面

、
う

が
い

等
を

行
い

フ
ラ

ッ
ク

ス
を

洗
い

流
す

保
  

  
  

管
 ：

冷
暗

所
に

密
封

保
管

し
高

温
物

を
近

づ
け

な
い

８
　

ば
く
露

防
止

お
よ

び
保

護
措

置
管

理
濃

度
 ：

 -
許

容
濃

度
 ：

 １
０

ｍ
ｇ
/
㎥

（
グ

リ
セ

リ
ン

ミ
ス

ト
と

し
て

）
設

備
対

策
 ：

 排
気

設
備

の
あ

る
所

で
、

換
気

を
し

な
が

ら
取

り
扱

う
保

護
具

　
：
　

 保
護

眼
鏡

 ：
ゴ

ー
グ

ル
型

眼
鏡

等
  

　
　

　
　

　
　

 保
護

手
袋

 ：
ゴ

ム
手

袋
等

  
　

　
　

　
　

　
 保

護
衣

  
  

：
着

用
　

　
　

　
　

　
　

そ
の

他
　

　
：
防

塵
マ

ス
ク

９
　

物
理

的
お

よ
び

化
学

的
性

質
形

  
 態

 ：
 無

色
ま

た
は

淡
褐

色
の

液
体

沸
  

 点
 ：

 ２
９

０
℃

比
  

 重
 ：

 1
.2

5
溶

解
度

 ：
 水

２
０

℃
　

　
∞

引
火

点
 ：

  
３

４
５

℃
  

  
 発

火
点

 ：
 ４

２
９

℃
  

 引
火

性
液

体
  

  
 

発
火

性
 ：

 自
然

発
火

性
、

水
と

の
反

応
性

な
し

酸
化

性
 ：

 な
し

1
0
　

安
定

性
お

よ
び

反
応

性
自

己
反

応
性

及
び

爆
発

性
 ：

 特
に

な
し

安
定

性
、

反
応

性
 ：

 通
常

の
状

態
で

は
安

定
で

あ
る

。

1
1
　

有
害

性
情

報
皮

膚
腐

食
性

 ：
 皮

膚
組

織
を

腐
食

す
る

刺
激

性
（
皮

膚
、

目
）
：
 眼

、
皮

膚
、

粘
膜

を
刺

激
す

る
。

急
性

毒
性

：
知

見
な

し

1
2
　

環
境

影
響

情
報

分
解

性
：
易

生
分

解
性

あ
り

蓄
積

性
：
殆

ど
な

し

1
3
　

廃
棄

上
の

注
意

取
り

扱
い

及
び

保
管

上
の

注
意

の
項

の
記

載
に

よ
る

他
，

引
火

性
液

体
に

関
す

る
一

般
的

注
意

事
項

に
よ

る
。

低
濃

度
排

水
は

活
性

汚
泥

等
で

処
理

し
て

く
だ

さ
い

。

1
4
　

輸
送

上
の

注
意

陸
上

輸
送

：
4
千

リ
ッ

ト
ル

以
上

は
消

防
法

危
険

物
に

該
当

海
上

及
び

航
空

輸
送

：
非

危
険

物
そ

の
他

：
引

火
性

液
体

「
火

気
厳

禁
」



1
5
　
適
用
法
令

消
防
法
危
険
物
：
第
４
類
第
３
石
油
類
（
指
定
数
量
4
千
リ
ッ
ト
ル
）

毒
劇
物
法
：
該
当
せ
ず

安
全
衛
生
法
：
知
見
な
し

1
6
　
そ
の
他
の
情
報

調
査
文
献
：
食
品
添
加
物
公
定
書
解
説

注
意
：
危
険
、
有
害
性
の
評
価
は
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
の
で
、
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
願
い
ま
す
。
こ
の
情
報
は
新
し
い
知
見
ま
た
は
試
験
な
ど
に
よ
り

改
定
さ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。


